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　 そこで今回は,学 生が作製 した鋳造体の原型模







操作過程 を表1に 示す。操作は①～⑮ となるが各
過程で教員がチェックを行った。鋳造実習は表1



























・ス ペ ー サ ー
・一 次 印 象
・二 次 印 象
・模 型 材
・ワ ッ クス 分離 材
・パ タ ー ン材
・ワ ックス清 掃 材
・緩 衝 材
・埋 没 材
・歯 科 用 合金















　鋳造実習にはADA規 格試験 に使用す る支台模
型 を原型 として用いた(図1)。 また,パ ターン




鋳造 リングを作業台に固定 したものを トレーとし
て用いた。 ワックスアップについては,軟 化圧接
法,塗 ろう法のいずれでも良いことに した。スプ
ル ー線 には中空 で直径1.5mmのもの を用 いた。













て多種の欠陥が観察 された場合 はそれぞれ1件 と








　支 台原型 に対す る鋳 造体 の浮 き上 が り量の調査
結果 は図3に,鋳 造 欠陥の観察 におけ る調査結果
は図4に 示す。
　鋳 造体 の浮 き上 が り量 に関 して,100μm未 満
が3名 で あ り,100μm以上 ～500μm未満 が11名,
500μm以上～1000μm未満 が41名,1000μm以
上～2000μm未満 が20名,2000μm以上～3000μm
未満 が19名,3000μm以上 が6名 で あった。
　鋳造欠陥の観察に関して,ブ ローホールが最も



















て,フ ァーネスの温度 は教員 が予 め作 動 させ
700℃に保たれてか ら実習を開始 していたことか
ら,鋳型の温度に関 して不足あるいは過熱があっ
たことは考 えに くい。 さらに12%金銀パ ラジウ
ム合金の鋳造収縮率が1.5～1.7%であり,急速加
熱型ク リス トバ ライ ト埋没材の総膨張率が1.8～
2.3%であること3)を考慮す ると,用 いた合金 と
埋没材の組み合わせ 自体が適合性不良に大 きく影
響 を及ぼ していることも考えにくい。 これらの因
子は調査結果に影響 を及ぼす因子として省けると
考 えられた。一方,図5に 示すように内面で欠陥








良 となっている人数が多い と考 えられ た。各ス
テ ップにおいて教員のチェックがあり,表1の ①
～⑫において欠陥や不備が認め られた場合,学 生
に再作製 あるいは修正す ることを指示 した。 この
ことから,失策の確認が困難である印象体の全体
的な収縮や作業用模型から撤去 した後のパ ターン
の収縮などが調査結果に大 きく影響 を及ぼ してい








ある3)。適正に操作 された場合 には どちらの方法
においても適合性 に及ぼす影響は差がないものと



















ことは考 えにくい。 したがって,融 解時の操作 に
起因す る因子が大 きく関連すると考 えられた。考
えられ る因子としてはaオーバーヒー ト,bブロー




クスの使用量や投入 タイ ミングの誤 りなどが挙げ










































　 2.鋳造欠陥の観察に関 して,ブ ローホールが
最 も多く観察 され,つ いで小突起,湯 回 り不良,
鋳肌 あれ,な められなどが観察 された。
　以上のことから,と くに合金の溶融や埋没操作
に関する事項の注意喚起 を的確に学生へ伝達する





確認 させることで,鋳 造に関す る理解度 を向上 さ
せ られるのではないかと考えられた。
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